国際支援ジャーナリスト 吉田鈴香の人物レポート「国際協力を仕事にした女性たち」
東チモールから旧ユーゴスラビア・シエラレオネ、イラクまで、世界の紛争地帯をジャーナリストとして訪ね、国際支援の現状を伝え続けている吉田鈴香さん。ここでは吉田さんが出会った、国際協力に携わる女性の活躍ぶりを綴ってくれます。（このブログは、日経ウーマンネットの連載エッセイです。）
ブロガー・プロフィール　吉田 鈴香（よしだ・すずか)ジャーナリスト／スー・インターナショナル代表
法政大学大学院修士課程卒。スウェーデン国防軍国際センター民軍協力コース終了。広告代理店、出版社勤務を経てフリージャーナリストとして独立。現在、世界の紛争と開発分野の取材活動を続ける傍ら、発展途上国の開発・援助政策、コミュニケーション戦略を作成する。著書に『アマチュアはイラクに入るな』（2004亜紀書房）『NGOが世界を拓く』（1995亜紀書房）、『紛争から平和構築へ』（2003論創社）。

日本人国際公務員の先駆け、池亀美枝子さん
東京のご自宅でくつろぐご夫婦。夫婦別姓をとっている。夫君の柴田氏とは国連の仕事を通して知り合った。二人の共通点はスウェーデン通なこと。

　今から40年も前、国際公務員になろうと中学時代に志を立て、まい進してきた女性がいる。池亀美枝子さんという。池亀さんとは昨年ストックホルムでの武装･動員解除と社会復帰専門家会合で知り合い、そのパワーと気さくさに引き込まれた。それもそのはず。池亀さんは国連でも日本政府側にとってもエネルギッシュな働きぶりで有名な日本人職員だった。

池亀さんが現在席を置いているのは、Office of the Special Adviser on Africa といって、アフリカを政治、経済、社会開発、安全保障、紛争解決の包括的な分野で事務総長や国連総会に直接状況報告したり課題を把握したりする、国連本部の中でも独立したオフィス。20人の職員全てが異なる国籍だという。池亀さんの仕事は、貿易、直接投資、政治の分野でアジアとアフリカの協力関係を作るためワークショップや対話などを仕掛け、紛争後の混乱から開発を結びつけることだ。さて、どんな道のりを歩んでこられたのだろう。 

　実は池亀さんは、外務省ＪＰＯプログラム（外務省による国際機関への派遣制度）の女性採用第1号である。1980年、ストックホルム大学国際大学院を終了して間もなく、ＦＡＯ（国際食糧農業協会）にプログラムオフィサーとして入ったのである。中学時代にすでに国際公務員を将来の夢に掲げ、大学時代は外務省の人事センターにも足繁く通っていたため、センターでは名前と顔が通っていた。日本の大学を卒業後カナダの大学、ストックホルムの大学院へと進学している間もセンターとの縁は途切れず、センターより新しく発足するＪＰＯプログラムについて知り、同プログラムに応募した。 ＦＡＯの業務内容をよく把握しないままインタビュー試験を受けるためにローマの本部に向かう途中、空港で知り合った人物が偶然ＦＡＯの理事会に出席するスウェーデン代表だった。出発までの約1時間、話を聴き、面接に臨んだ結果、見事合格であった。

　池亀さんは2年間のＪＰＯを終えた後、当時 ＷＦＰ（世界食糧計画）には日本人職員がいなかったこともあり、薦められてＷＦＰへ移り、以後アジアの食糧問題などに取り組むことになった。ブータンで学校給食をはじめる時には、女子生徒の就学率の低さを高めるため、女子生徒に限って給食の残りを持ち返っても良いとの規則を創設。パキスタンではイスラムの社会風習が男性と女性を分断する現実を目にする一方、現地の男性役人から、女性のニーズの聞き取りを依頼され、「自分は女性に生まれてきたからこそ、こうした問題に取り組める」と意気に感じたという。そして1990年、ニューヨークの国連本部へ。

偶然にも池亀さんと私は同郷だった。夕日が沈む海のかなたにある国々に思いをはせた少女時代は、私と全く同じ。その烈しい思いが世界へと駆り立てた。

　母国日本とのつながりが池亀さんの実績に影響を与えたこともある。1992年、国連総会で日本がイニシアティブをとってアフリカ支援を行う枠組み、ＴＩＣＡＤ（アフリカ開発会議）の創設を宣言した時、国連が共催を申し出て、両者をつなぐ交渉役として白羽の矢が当たったのである。1993年4月から7カ月間日本の外務省に出向した。

　「かっこいい外交官たちをイメージしていたんだけど、皆さん文字通りねじり鉢巻で仕事をしたり、机の両側に書類の山を築いたり、国連とはまったく違う働きぶりで驚きました。初めは残業せずに帰宅していたんですが、女性職員の方が官邸から差し入れの夜食を食べたら、とこっそり耳打ちしてくれて、それが上寿司だったのね。それにつられて私も残業するときもありました」と、愉快そうに話すのである。 「まるで漫画みたい」な日本での仕事を終えて、それからアフリカ関係の役職につくことになった。国際公務員として25年間、現職は12番目の職場である。その間にマンデラ元大統領夫人のグラチャ・マチェールさん（モザンビークの大臣経験者）との親交、現リベリア大統領のヘレン・ジョンソン・サリフさんとＵＮＤＰ（国連開発計画）で協働するなど、世界中が息を飲むような女性たちと実践を重ねてきた。そして有能な知人女性たちが活躍する様子を聞いては、喝采してきた。

　池亀さんは国際公務員ということでは25年間一貫してこられたが、その間担当してきた地域や分野、業務内容は多様だ。自分で自分の希望する部署と仕事を決め、応募し、昇進していくのが国連。自動的に人事部の指示で異動する日本の企業や役所とは根本的に異なる。これを実行できたのは、意志の強さと明るさ、努力である。

　大学･大学院では、人類学というミクロアプローチと政治学と経済開発というマクロアプローチの両方を学んだ。そして、「出会った人とは小説が書けるくらいの特別な関係を築くよう心がけている」くらい、どこでも濃厚な人間関係を結んできた。スムーズなキャリアアップにやっかみなどあっただろうが、「仕事は趣味ではないので、求められてこそお金をいただける。やりたい仕事でないようでも飛び込めば必ず発見と成長がある。自分がダイヤモンドだと信じて、ゴミに埋まっても土にうずめられても誇りを持つことです。だって、どんな状況でもダイヤはダイヤであり続けるのですから」という。

　そして、「私はこれまで人との出会いに助けられ、自分の将来に上手くつなげてこられた。自分の一力でここまで来られたとは思っていません」と続けた。

　幼少時から正義感が強く、男の子にぶたれたら3倍にして返しなさいとのお母さんの教えを守った池亀さん。社会人となってから常に心がけてきたことは、手がける分野は男性が選ぶほうを選ぼう。簡単な道と困難な道があるなら困難な方を選ぼう。の二つだった。

　国連は「雇用主」ではない。能動態で何かを持ち込む「場」だ。さて、何を目標に、何を誰と行うか。池亀さんのようにその絵図を描ける人間が多国間協議をリードしていけるのである。
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